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1製 品の点検

モトガジェットは全製品を機能検査し、欠陥のない状態でお届けしております。製品到
着後、運送による損傷がないか調べ、損傷や不備にお気づきの際にはすぐにご連絡下さ
い。その際には当社の一般業務 ・配達条件を適応させていただきます。返品は、オリジ
ナル梱包材と共に1週間以内しかお受けできませんのでご了承下さい。梱包に不備のある
返送には弊社は責任を負いかねます。

2免 責

製品、またその使用のために生じた損害には責任を負いかねます。計器や付属品のカバ
ーをはずされますと、担保請求権が無効になります。計器 0センサー ・付属品をレース
や競技、または製造目的に不適な意図に使用された場合には保証が無効になります。
モトガジェットは計器 ・センサー ・付属品の使用や取り付け、接続によって直接あるい
は間接的に生じる人的 0物的 0金銭損害に関して、何らの責任も負いません。特に一般
道路では自己責任でご利用下さい。

2.1登記義務
motoscOpe l咆htは補助計器のため登記が義務はありません。
もしこの計器を自動車の単独スピードメーターとして一般道路で使用する場合にはドイ
ツ、その他の国で個別検査や書類記載が法的に義務付けられています。車検についてで
すが、motogadget製品のスピードメーターは、自動車部品の欧州規格 (CEマーク)を 取
得しております。
この規格は速度計において日本と相互認証となっておりますので問題ありません。
※ セッティングに関しては車検を受ける前にテスターで確認することをお勧めします。

特に車輪周や回転インパルス数の精確な設定およびスピードセンサーの正しい取り付け
は自己責任で行つて下さい。

3技 術上のデ‐タ

長さ、幅、高さ
mOrOscορe彙力f重量
固定用スレッド

消費電量

動作電圧

動作温度

保管温度

1 2 1 x 5 7 x 3 0 m m (ケ ーブルなし)

糸句250g

3x M4ね じスレッ ド

100-500 mA(荷 重によって変化)

9-18V

-15°.…+50°C

-20°. +̈70°C
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3.1機能一覧

1機能

LEDベ ル ト上の回数計

|タコメーター

1走行距離メーター

計測範囲

-10.000 rpmあるいは
-14.000 rpm

T3,9k甲ィhあるいはmph  i

,99 kmあ るいはmi まで

1総走行距離メーター (調節可能) 250.000 kmあ るいはmi まで |

走行時間メーター (ス トップウォッチ) 0-99:99:99日 寺 :分 :禾少

:エンジン回数限界域設定 (レッドゾーン LED) 0-10.000 rpmあ るいは

2■1宝堅狙理 ___……………………J
9,0-18,OV

1瞬間加速度 (-15,0)-15,Om/s2

0-350 km/hあ るいはmph

LCD上 回数計 0-14.000 rpm

10-100kmノhの到達所要時間測定 (最高値保存) 0,0-99,9秒

1最高スピード (最高値保存) 0-350 km/hあ るいはmph

最高回数 (最高値保存) 0-14.000 rpm

1最高加速度 (最高値保存) 0,0-15,Om/s

1最高減速度 (最高値保存) 0,0-(…15,0)

ギア表示

1外部フラッシュランプアウトプット

4計 器取 り付けと接続の前に

4.1必要な知識と資格
motoscope lightの取り付けと接続には専門知識は不要です。mOtoscOpe lightは様々な仕様
の自動車に種々の付属品と共に取り付けることができるためここでは全て解説していま
せん。不明な点は弊社ウェブサイトをご覧下さい。mOtOscOpe lightは整備工場で取り付け
ることもできます。

4.2必要な材料と工具
motoscope lohtは汎用ですので各種自動車にご利用いただけます。そのため、どの車種
にどのような取り付け方をするかによって必要な材料が変わります。例えば :

・ 計器固定器具と固定ネジ
● タコセンサーとメニューキイ固定器具

・ 電圧供給ケーブル、イグニション、キイ
● ケーブル接合材、コネクタ、収縮チュァブ、はんだごて、はんだといったモンタージ
ュ材料

1… 6

モーター回転数自由に設定可能
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電気系の接続には車両の配線系統図を参照されると良いでしょう。

モ トガジェット製ブラケットを使用されない場合には、充分強度があるブラケットをご
用意下さい。スピー ドセンサーの設置には、設置箇所に適 したブラケットをご用意下さ
い 。

5ク イ ックスター ト

ここではモ トスコープライトの取り付けおよび接続の基本的な工程を簡略に説明します。

1)ブ ラケット、ネジ、ネジ接着剤、ケーブルノワイヤー、収縮チューブ、コネクタと
いつた、作業に必要なすべての材料を準備して下さい。 ドライバー、レンチ、は
ん だごて、はんだ、マル チ測定器具などの機械 ・電気モンタージュに必要な工具
も準備して下さい。

車両の配線系統図とモ トスコープライ トの接続設計図をご用意下さい。

計器とスピードセンサーの設置箇所を選んで下さい。計器 0スピー ドセンサー ・
キイをどこで接続するか決めて下さい。接続に十分な広さがあるかどうか注意し
て下さい。男J売りあるいは自作のブラケットを用意し、車両に取り付けて下さい。

計器、スピードセンサー、キイを取り付けて下さい。

計器をケーブルハーネスに接続するには"スイッチ作動のプラス極"をおすすめしま
す。 (イグニションのスイッチを入れなければ電流が流れない)

バッテリーのマイナスケーブルを取り外して下さい。

イグニションコイルのマイナス極から c)で選択した接続点までケーブルをつなぎ
ます。CDlイ グニションの場合は別項を読んでから作業してください !計器 0キ

イ ・スピー ドセンサーのケーブルも接続図に従つてこの接続点につないで下さい。

バッテリーを入れ、イグニションのスイッチを入れて下さい。

メニューキイでセットアップメニューを呼び出し、その車両特有の回数ゲージ、
回数スケール、速度ゲージの係数を入力して下さい。 (詳細は後述)

10)エンジンを起動 しタコメーターをテス トします。タコメーターを見ながらゆっく
り数メーター走行 して下さい。機械 0電気系統に何も問題がなければそのまま走
行を続けても大丈夫です。

２

　

　

３

４

　

５

６

　

　

７

８

　

　

９

6取 り付けと接続に関する一般的な安全上の注意
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・ 取り付け前に自動車バッテリーのマイナス極をはずします。
・ 本人のみではなく、他者の安全のためにも部品はしっかり固定して下さい。
● イグニションシステムがレジス トタイプ、つまリレジス トプラグを使用 していること
を確かめて下さい。ノンレジス トの車への接続は計器の損傷や不完全機能の原因にな
ります。

7計 器の取 り付 け

計器は、3本のネジ (M4)で ゆがみなく、しっかり固定します。固定スレッドがはずれ
ないように、固定用ネジは3mm以 上、5mm以 下の深さでケースに締めて下さい。ご使
用になる固定具に適した長さのネジを準備して下さい。ネジロック剤 (中強度)の 使用
をおすすめします。起動 トルクは最大8Nmで す。

8計 器 の接続

8.1ケーブル敷設に関する注意
ケーブルを敷設する前にケーブルをどのように配置するかを決めて下さい。
高温のエンジンからできるだけ離して下さい。ケ∵ブルとプラグの接続に適した場所を
探して下さい。通常はライト付近、タンク下、運転席のケーブルハーネスに似た接続部
があります。ケーブル切断では、十分な長さを考慮します。車両のステアリング角やゆ
とりも考慮して下さい。全ての配線が折れ目がなく、張力がかかっておらず、十分に絶
縁してあることを確認して下さい。特に機械的抵抗の大きい箇所は念を入れて絶縁する
ようにして下さい。ケーブルの敷設と固定には合成樹月旨のケーブルタイラップの使用を
おすすめします。

8.1.1敷設 とケーブルの色

rnotoscope light

i募り所石
~卜
語
~~

電圧供給 スイッチ作動電気回路のプラス極

1黒 電圧供給

ル。イグニションの高圧部

に接続 しないで下さい |

|マイナス極あるいはアース

イグニションコイルのアースクリップ (クリ
ップ 1-)へ。CDiイグニションではプラス

|オ
レンジ   :ス ピー ドセ

1緑 メニューキイ (プッシュボタン) アース動作のメニューキイに接続

フラッシュアウトプット 外部フラッシュランプに接続。アースノマイ
ナスで動作 (最高2Aスイッチ電流)

6

添付スインチ図 6参照 ιて下さクゝ
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8.2バ ッテリーと電圧供給

計器は、スイッチ作動、つまリイグニションをオンにすると+12Vに なるプラス電圧を必
要とします。motoscope l咆htは 9か ら 18Vの 一定電圧で作動します。ほとんどの自動車
は電源にバッテ リーを使用 しています し、他の方法は不適です。電圧供給では正しい極
に接続するよう注意 して下さい。

注意 ! 最小の電源供給ケーブル幅は、0,75111mです。
+12Vの 電力供給ケーブルに 5Aヒ ューズを入れてください。
メーターがヒューズのない使用であるならば、つないでいるケーブルの損害またはモ ト
スコープ本体のショー トやケーブルの発火を引き起こすことがありえます。
これらは、あなたの命の危険が、あるかもしれません !

あなたがきちんとメーターを接続できる技術があることを確認 してください。
もし、そ うでないならば、プロショップに作業を依頼してください。

9セ ンサー とメニューキイ (プッシュボタン)の 取 り付 けと接続

9.1メニューキイ (プッシュボタン)
メニューキイ (プッシュボタン)で 計器を操作します。
キイの一つの極は緑ケーブルで計器に、別の極は車のアース線 (マイナス極)に 接続し
ます。どちらの極につなぐかは重要ではありません。

9.2タコメーターの信号ケーブル

黄色ケーブルをイグニションコイルか、可能な場合はオリジナル回数計接続点に (マイ
ナス)で つないで下さい。

注意 rσクノィグニション徽 ″影 ―ブルル グニションコイルのプ/~ヌ″につな″ゞ
な′ノれ′ゴンクません。

海計 〃タアクハプンハは一次回路″夕″ ι、高圧回路lこ触れないまラ″ιて下さクゝ

9.2.1イグニションシステム適合性について
motoscOpe lむhtはアースノマイナス極に作動する通常のイグニションシステムのみならず、
多くの CDIイ グニションにもご利用いただけます。イグニションがレジストタイプであ
り、レジストイグニションプラグがあるかどうかが重要です。回数の正しい表示には計
器セットアップ時に設定が必要です。対応する章をご覧下さい。

9.3スピードセンサーのインストールと接続

スタンダードスピードメーターセンサーはリードスイッチ式です。信号測定には同封の
磁石をエポキシド接着剤を用いてホイールに装着して下さい。スピードセンサーはブラ
ケットで磁石と並行に向かい合うように設置します。磁石とセンサーの間隔が5mm以 下
で、しかし接触しないよう気をつけて下さい。ブラケットは走行中も間隔に変化がない



motoscOpe light

ようしつかり装着して下さい。センサー用ナットはトルク1.6Nm以 下で締めて下さい。
モンタージュにはネジ接着斉J(硬度中)を 使用して下さい。センサーのケーブル 1本 は
+12Vに連結し、他のケーブルはmotoscOpe lightの白いケーブルに連結します。

+12Vで 作動の純正スピードセンサァが既存の場合は、これを利用できます。センサーの
信号ケーブルを motos∞pe ltthtのオレンジ色のケーブルに接続して下さい。同送のレジ
ストを図 16.1のように追力日で組み込まなければならないこともあります。

注意!

同梱されたスピードセンサーの+12V側 の先端ともう一方の車両のアース側の先端が偶然、
接触すると、センサーは破壊されます。

注意 !

もし、100°c又 は、212°F以 上の温度 (例えば過酷なブレーキ)に マグネットが直接影
響を受ける場合にはマグネットの効力は失われます。

9.4フラッシュアウトプット (シフトアップライ ト出力)
フラッシュアウトプット (青いケーブル)は 外部フラッシュランプに接続します (モト
ガジェットのオプション製品)。 最大スイッチー定電圧は2Aです。アウトプットはアー
スノマイナスに作動します。 (例:LEDク ラスター :内部=プ ラス極、シール ド=マ イナ
ス極)
9.5ケーブルの接続
ケーブルは添付接続図に従つて連結します。適した差込コネクタを利用するか該当のケ
ーブル端を半田付けして下さい。絶縁に注意し、張力がかからないよう気をつけて下さ
い。

10計 器の初起動

全ての部品を確実に組み込み、正しく接続したらバッテリーを入れるか接続して下さい。
イグニションあるいは電源を入れて下さい。回数バーと LCDの 背景ランプがすぐに光り、
スター トスクリーン ("motogadger)が表示されます。その後すぐに表示がスピードメ
ーターに変わります (Okm/h)。そうならない場合にはイグニションをすぐ切つて下さ
い !計器とセンサーケーブルの接続を順に全部確認して下さい。
エンジンを起動し、LEDベ ル トの回数計を観察します。LEDベ ル トはモーター回転数に
応じて変化するはずです。回数の正しい表示にはセットアップでいくつかの設定が必要
です。

11操 作

11.1メニュキイ (プッシュボタン)操 作に関する一般注意
1つのキイ (プッシュボタン)で 計器を操作します。キイを押す長さを変えて各ステー
ジとセットアップメニューを呼び出します。
キイを押す長さには3種類あります。 :

● レヴェル 1:1秒 以下
機能 :次 ・他のオプション選択あるいは数字の変更

8
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● レヴェル 2:1-3秒

機能 :次 ・サブステージの選択あるいは位の移動。
保存データの消去。
● レヴェル 3:3秒 以下
機能 :前 ・メインステージの選択あるいはメニューの終了。

実際にキイを押す時間は回数ベル トにグラフィック表示されます。ベル トの3分の 1が
光つている場合にはレヴェル 1で、3分 の2が レヴェル2、全体が光つている時はレヴ
ェル3です。
セットアップの詳細については添付のフローチャートを参照して下さい (16.2章)。

11.2 LED表示

ff.2f LEDベル ハ上の屁婿嫁堺 rrmpノ
LEDベ ル トでモーター回転数が0…14000Uノ分の内でグラフィック表示されます。回数計
単位は数字と位を分けるコンマで表示します。

ff.22 LEDベル ハ上の混秘娠堺 rレッル た ガ
最初の LED(一 番左)は 非常に明るい赤い LEDで 、セットアップで設定した回数に到達
すると点滅を始めます (レッドゾーン)。 危険な回数をよりわかりやすく表示するため、
回数表示部分全体が点滅するようにセットアップで設定することも可能です (FLASH参
照)。 この機能で外部フラッシュランプを起動することもできます。

11.3 LCD表 示

ff.3.f LCD表示の選択
計器を起動すると LEDベ ル ト全体が光り、LCDに ,motogadgerの表示が出ます。続いて
通常スピード表示になります。キイを短く押して (LEDベ ル トの 1区 分のみ光ります)
他の計測値をディスプレイに呼び出すことができます。全ての表示 (計測値)は セット
アップで表示ノ非表示の設定が可能です。

ff.3.2ヌど°―ハソ ーター 踊 ′hあ るの″mpカノ
実際の走行スピードはスピードメーター表示で表します。計測域は時速 0か ら350kmで
す。マイル (mph)表 示もできます。この設定はセットアップ (丁ACHO)で 実行して下
さい。

ff.3.3走行距離メーター 脅mあ るい″m″
実際の走行距離はこの数値で表示します。Oか ら999.99kmあるいは miの単位を選択で
きます。999.99を超すと再び 0か ら始まります。測定値は常時保存します。精確な走行
距離を測定する際には最初に0にセットして下さい。

ff.3.4″着夕鹿″メーター 脅mあ るい″m″
総走行距離メーターは計器初起動時点からの合計走行キロメーターを表示します。電源
を切つてもデータは保存されます。セットアップのサブメニュー,RESET/ALL'にて0に
リセットできます。セットアップで希望の数値に設定することも可能です。

9
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ff.3.5走行時間メータ∵ 件 ′分 ′勿
車停止時にカウン トを終えるス トップウォッチの利用で走行時間を測定できます。99時
間 59分 まで秒単位で測定します。motos60pe l咆htの スイッチを切つた後もこのデータ
は保存されますが、いつでも0に リセットできます。

ff.3.6運男石F

この数値は車の実際の電圧を 9…18Vの 内で表示 します。

ff.3.7蒻明笏燿為肇 rm/sリ
ここでは瞬間加速度が…15.0か ら+15.Om/s2内 で表示されます。マイナスの数値はブレー
キを利用した場合です。到達した最高値は自動的に保存されます。

ff.3.8平均ス ど
°
―だ 踊 ′hあ るい″ mpカノ

この数値は最後にリセットしてからの全走行の平均スピー ドを表 しています。平均スピ
ー ドは時速 0か ら350km(または mph)内 で表示 します。

ff.3.9 LCD■勿 勃 け ヽ1分)
この数値は実際のモーター回転数を 0か ら 14000U/分で表示します。走行中は LEDベ ル
トよりも読み辛いのですが、LCDの 方が精確です。

ff.3.f00‐f00km/hの       の
この数値は秒単位で 0‐100km/hの 加速所要時間を表示します。
測定の前には小さい四角マーク、 4本 線、秒を意味する sが ディスプレイに現れます。
小さな四角は速度が Okm/hの 間のみ表示されます。 4本 線のかわりに以前の測定値が出
ている場合にはキイを押 して (2区 分)消 去 して下さい。 これで計器に Oか ら時速
100kmの 時間測定の準備ができました。

ff.3.ff翡 淳ヌど
ο
―だ陣 ′hあ るい″mpり

この数値は到達した最高スピードの保存値ですが、0に リセットできます

ff.3.f2翡 澤義ι7易を

`吻この数値は0に リセットするまで到達した最高回数の保存値を表します。

ff.3.13艶達最高加速度 伽 m/sり
ここでは到達した最高加速度を再び0に リセットするまで保存します。

ff.3.f4ブ鍵霧励麹嚇仰m/sり
ここでは到達した最高減速度を再び 0に リセットするまで保存します。

ff.3.f5ギ ア表示

ギア表示ではスピー ドメーターの左脇に実際のギアを 1-6の 数字で表示 します。

正しい表示のためにセットアップで (MENUE,サ ブメニュー GEAR)変 換比率学習機能を
起動して下さい (Setup,サ ブメニュー PARAM,サ ブメニュー GR TEACH章  参照)。
ギア表示は純粋に数学的な機能で回数 と速度から計算 します。そのため追加のセンサー
や接続は不要です。

機器はまず変換比の計測のために学習 します。ギア表示にはタコ信号に対応するデータ
が必要です。アイドリングか他のギアになっているのかも検知不可能です。その場合何
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の数値も表示されません。計器のデータが不足している場合には小さな四角マークがデ
ィスプレイに出ます。ギア表示の起動と学習機能については 12.4章を参照して下さい。

11.4計測値のリセット

走行距離、走行時間、平均スピー ド、0-100km/hの到達所要時間測定、全ての最高値は
0に リセットできます。

メニューキイで該当表示を選択 し、LEDベ ル トの 2区 分が光るまで押して下さい。

12セ ッ トア ップ

メニューキイを長く押すと (レヴェル 3)セ ットアップを呼び出せます。最初のサブメ
ニュー MENUEが 表示されます。キイを短く押し(レヴェル 1),その他のサブメニュー
(LED,LCD,PARAM,FLASH、  RESET)を 選t尺して下さい。
キイを長く押すと (レヴェル 3)セ ットアップは終了します。下記の選択 0実行には添
付の一覧を参照して下さい。

12.1サブメニュー MENUE

測定値の表示/非表示を設定します。レヴェル 1のキイ操作で各測定項目に移動できます。
レヴェル 2のスイッチ操作で数値を変更できます。該当値には小さな四角いマークが表
示されます。キイーレヴェル 1で数値を ,on'か,orに設定して下さい。出荷時には全て
,on'に設定してあります。ギア表示は例外です。
次の測定値 (または機能)を表示/非表示に切 り
OD02,T:ME,VOLT,ACCl,÷ SPD,REVC,
GEAR.

レヴェル 2の キイ操作で測定値 (機能)

作で MENUEに 戻 ります。

設定モー ドを終了します。 レヴェル 3の キイ操

12.2サブメニュー LED
LEDs(BRIG)の明るさは7段階で設定可能です。autモードでは周囲の明るさに応じて自
動的に変化します。サブメニュー INDEXで は上記の自動適応の速さを設定できます。 1
から 8の 数字が周囲の明るさにどの程度反応するかを表します。LEDの 最高/最低の明る
さではなく、数量を変化します。

12.3サブメニュー LCD
ここでは LCデ ィスプレイの明るさ (BR:G)と コントラスト{CONT)を パーセントで設
定します。注意!CONTを 変更してLCDが 消えた場合には再び表示が出るまでキイ (レ
ヴェル 1)を押して下さい。

12.4サブメニュー PARAM
このサブメニューでは車特有のデータを非常に精確に入力して下さい。
C:RCは スピードセンサーを設置したタイヤの周長(drcumference)をcm単 位で入力しま
す。

lmpWは 、スピー ドセンサーがタイヤ回転毎に検知するインパルスの数です。同梱のス
ピードセンサーと磁石を使用する場合にはこの数値は 1に 設定して下さい。純正スピー
ドセンサーを利用する時にはタイヤ回転毎のインパルスを精確に調べ入力しなければな
りません。

替えることができます。:SPD,OD01,
ACC2,▲ SPD,▲ REV,▲ ACC,▲ DEC,
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CiRCと impWの 入力値により計器はスピー ドやほとんど全ての計測値を計算 します。
入力は注意深く行って下さい。入力値 と、スピー ド表示の信憑性を確認 して下さい。

この確認が済むまでは一般道路に出ないようにして下さい 1誤つた数値が入力されてい
る場合には計器は正しく作動 しませんから、入力を繰 り返さなければいけません!

lmpEで は駆動軸回転毎の発火インパルスを入力します。これはシリンダーの数、エンジ
ンの構造とイグニションタイプによって変わります。不明な点は専門家かディーラーノ製
造者にお問い合わせ下さい。
サブメニュー TACHOで は距離と速度の関係を設定します。キロメーターの kmと マイ
ルの mi表 示を選択して下さい。

サブメニュー SCALで は LEDベ ル トの各尺度を設定します。8K,10k、 14kか ら選択し
て下さい。この設定を計器ケースの刻印と比較 して下さい。

:NPFで は A,B,C、 Dを 選択 します。これは回数計のフィルターです。通常はフィルタ
ーAで ほとんど全てのイグニションに対応 していますが、表示が不安定な場合には他の
フィルターを試 して下さいb

サブメニュー AUTOで はOFFか ONを 選択します。 ON設 定ではディスプレイの各測
定値表示が 10秒後に自動的にスピー ドメーターに戻りますので、運転者が自分でキイを
押して戻す必要がありません。自動リターンは走行中、つまリタコ信号がある時のみ作
動します。

サブメニュー GR TEACHギ ア表示の学習機能です。

くだ さし)。

サブメニューGR TЁACHは ギア表示の学習機能です。キイを使ってセットアップを呼び
出して下さい。サブメニューPARAMか ら、GR TEACH機 能 (添付図参照)へ 移ります。
キイ操作 (2本線)で 学習機能がオンになります(Glが表示され2本 の矢印が′点滅しま
す)。                             さらにキイを短く
押すとファーストギアから始まる計測が起動します。順に続くギア (G6)ま で繰り返し
ます。

矢印が出ている間にカウントダウン起動タイミングを選んで下さい。キイを短く押すと
カウントダウンが開始して30秒から0へ進みます。
重要 !:カ ウントダウンが始まる前に指定されているギアを入れ、クラッチを繋ぎギア

設定中に指定のギアでエンジン回転数をアクセル開度で、20秒間 (クラッチなしで)
2000rpm～7000rpmを 目安に回転数を上下させてください。最後の 10秒間はエンジン回
転数を一定に保つてください。これを通じて一定の速度伝達比内の許容値 (荷重変化反
応、スリップ)が 測定されます。続けて次のギアに入れてからメニューキイを押し次の
カウントダウンを始めて下さい。全部のギアを測定するまで続けて下さい。6速以下の
ギアではカウントダウン中にメニューキイを3本線になるまで押して測定を中断して下
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さい。学習プロセスは各ギア別途行 うことも可能です。ディスプレイに 2本 線が出るま
で操作してギア表示を変更して下さい。走行条件がギア測定に適した状況になるまでカ
ウン トダウンの開始を待つて下さい。

設定完了後 Setupの MENUE内 のサブメニュー GEAR(on)で ギア表示を作動します。
表示が正しいかどうか確認 します。ギアチェンジの時に一瞬間違った表示が出ることも
あります。全体の結果が思わしくない場合は説明書の 12.6の RESET DEFA(初 期設定)
を行い、各パラメーターを設定後に再度 GearTchプ ロセスを行つてください。

PARAM最 後のサブメニューにはソフ トウェアのバージョン番号をご覧いただけます。
ここには何も設定できません。 しかしサポー トにお問い合わせいただく時にはこのデー
タは重要です。

12.5サブメニュー FLASH

サブメニュー FLASHで は限界域表示と点滅光機能を設定します。この表示によって最
適のギアチェンジタイミングやモーターの最高回数を知ることができます。THは 限界域
表示の閾値を表 し、100毎 に自由に変更できます。この閾値はスタンダー ド設定で左の
赤い LEDの 点滅で表示されます。さらにわかりやすい表示をご希望の際にはサブメニュ
ー BARで 回数ベル トの追カロ点滅として設定可能です。サブメニュー EXTは 外部フラッ
シュのアウトプットを設定するものです。 ■aを 選択するとフラッシュは 5Hz の間隔
で点滅 します。Onは 回数を超えた際にアウトプットのスイッチを入れ、数値が降りると
また切 ります。Off で外部フラッシュはオフになります。

12.6サブメニュー RESET

サブメニュー RESETで は全ての、あるいは一部の保存値を 0、あるいは出荷時の設定に
もどすことができます。

ALLで ,yes'を設定すると総走行距離値も含めた全ての設定が消去 0出荷時の設定にリ
セットされ、計器は新品の状態になります。 DEFA(Defautt fur VOreinstellung)に,yes'
を設定すると走行中に測定されたデータを除いた他の数値のみが出荷時の設定にもどり
ます。この設定はセットアップを終了してから有効になります。
サブメニュー OD02 setで 総走行距離数を変更できます。
このサブメニューを選択すると、六桁のブロックが現れますから、メニューキイを使つ
て希望の数値を入力して下さい。
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13計 器の手入れ

あまり強くない洗浄斉Jと柔らかい布を使用して清掃して下さい。アルミニウムやカバー
に傷がつかないようご注意下さい。

カバーの小さな傷は携帯電話用磨きペーストで除去できます。ヒント:シリコンスプレ
ーをご利用いただきますとケースの色が長持ちし、アルミニウムを汚れと天候の影響か
ら保護できます。

14-般 道路での使用に関する安全上の注意

motoscOpe l咆htは同時に様々な情報をコンパタトな形で提供します。全ての数値を素早
く把握するにはある程度の慣れが必要です。使い始めの時期にはそのことを考慮して計
器のために交通状況に不注意にならないように気をつけて下さい。ご利用者の自己責任
でスピードメーターの正しい設定とすべての部品の精確な取り付けを行つて下さい。セ
ンサーの組み込みとタイヤ周長、インパルス数といった測定計算用データが、関連表示
の正確を決めますので注意深く入力して下さい。

15ト ラブルシューティング

15.1取り付け後と起動時

●イグニションあるいは車の電源のスイッチを入れ数秒後に切り、再び入れて下さい。
●モーター稼動中と停止時の機能を確認して下さい。
・車の電圧は最低 7V必 要です。
●ケーブル、接続、センサーが正しく、しっかり接続されているか確認して下さい。
●ケーブル、接続、センサーが正しい極 ・バイパス、アース接続されているかどうか確
認して下さい。
●レジストィグニションシステムで、レジストイグニションプラグかどうか確認してく
ださい。不明の際には信用のおけるディーラーか製造者にお問い合わせ下さい。ノン
レジストィグニションでの使用は計器の損傷につながります。
・テストで期待する結果が得られなかった場合には機器の接続をすべて切り離し、まず
車の電気回路のみ正しい極に接続して下さい。ここで表示が光らない、あるいはスタ
ー ト画面が表示されない場合には次の章を参照して下さい。
・不正確な設定はRESET/ALL機 能ですべて消去できます。

15.2トラブルの時には

・上記の方法で問題が解決できない場合には弊社ウェブサイ ト“サポート“に記載の参考
資料やヒントをご覧下さい。

・それでも問題を解決できない場合には info@motogadget.jpへ直接ご連絡下さい。そ
の際にはカスタマーナンバー (ぁるいは請求書ナンバー)、 機器タイプ、シリーズ番
号 (機器の裏側に記載)、 ソフトウェアバージョン (Setup/PARAMA/参 照)、 車の
データ (メーカー、モデル、製造年、イグニションタイプ)の 併記をお忘れなく。

モハガジェッハーチース″占様が
“
ofoscOpe的 力fと薬 ιぐ麦鋭震桁 を楽 ιまれるこ
とをお祈 クιま九

lgatte古
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16添 付資料

16.1接続図
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motoscope 19ht
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b)オ リジナルセンサー用接続図

brOWn              茶
red                          ラト
black                          ]邑

green                       緑
orange              ォレンジ
yelbW             黄
key lock            ィグニションキー
shn ttht            フラッシュライ ト
buttOn             メニューキイ
ign面on coi!           ィグニションコイル

0匡M speedometer sensOr    純正スピー ドセンサー
resistOr             レジス ト
Sbnal            タコ信号

純正タコセンサーのケーブルの色は配電図を参照して下さい。
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16.2メニューキイの操作一覧表
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